
冠省 会員諸兄には時下益々ご清福の段、大慶に存じます。

日頃より当支部への皆様のご支援やご協力に、衷心より感謝申し上げる次第です。

さて 5月 4日に市民文化ホールで開催した「美しい日本の憲法をつくる宮崎県民の会」

には、立ち見席も出る程の盛況で、350名を超える多くの県民にご参加頂きました。

講師が「石平氏」と云うことも手伝ったのでしょうが、1000円の入場料を払ってまで GW

の真最中に出席すると云うことは、宮崎県民の憲法改正に関する意識はかなり高いものが

あると考えざるを得ず、誠に心強く感じるところです。(^0^)v

また通年は 4 月初旬の観桜会が、今年は統一地方選の都合上、5 月 14 日に新田原基地

で開催され、尾崎司令外各部隊長等の航空自衛官の皆様と親しく交流をさせて頂きました。

今月の支部長通信は配付資料が少なく、最近話題の中国が音頭をとる「AIIB」の面白

いコラムを見つけましたので下記に転載致します。長文ですが何卒ご一読下さい。m(__)m

記
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日本は焦る必要はない日本は焦る必要はない日本は焦る必要はない日本は焦る必要はない

中国主導のアジアインフラ投資銀行(AIIB)をめぐり、財務省や外務省含めた日本政府

の対応の遅さへの批判から、日本もバスの乗り遅れるなという論調がある。

国際金融機関の分野は、外交・安全保障と経済が交錯する分野だが、どうもこの問題を

扱うマスコミは外交・安全保障の視点しかないようだ。

このため、親中側からは国際協力を口実に日本も早く参加せよといい、一方、反中側か

らは中国の国際金融体制への挑戦を許すなと未来永劫的に参加するなという。一体、何が

正しいのだろうか。

この件について、筆者はテレビなどで解説(3月 29日 BS朝日『いま世界は』など)を行

ってきたが、いつも、日本は焦る必要はないといっている。

ただし、テレビでは時間が短く、適切な解説する時間が短いので、本コラムで、どうし

てそういう答になるのかを明らかにしよう。筆者へ別に反中国論者ではないが、外交・安

全保障と経済の二つの視点から、これが日本の国益になるからだ。

なお、3月 29日 BS朝日『いま世界は』に筆者のカウンターパートとして出演していた

宋文洲氏(経営コンサルタント)は、中国をビジネス拠点とする中国人なので議論する前か

ら答が分かっている。宋氏は別としても、参加期限といわれた 3月末になると、日本の対

応の遅さを指摘し、日本も参加すべしと慌てたコメンテーターは確かにいた。ただし、そ

うした人は、この案件を最近になり知ったひとばかりだ。数年前からくすぶっていたこと

を知らない。

イギリスを落としたのは中国外交の勝利イギリスを落としたのは中国外交の勝利イギリスを落としたのは中国外交の勝利イギリスを落としたのは中国外交の勝利

AIIB は、中国主導の国際金融機関である。国際金融機関は、海外での活動において相

手国政府との関係などで民間金融機関では情報収集がやりにくい分野で存在意義がある。

また、単純に公的な金融活動であるとともに、一国の外交戦略の一環でもある。その意味

で、各国の国益がぶつかり合う場でもある。

AIIB は、BRICS 開発銀行と並んで、欧米主導の IMF・世銀体制への挑戦と受け止めら

れている。中国が両方とも主導している。



特に、AIIBは、参加国は 40ヵ国を越えるだろうが、中国が資本の 40～ 50％を出資し、

本部が北京、中国人がトップを務めるとみられる。一方、日米が主導し、67 ヵ国・地域

が加盟するアジア開発銀行(ADB)は日本と米国の出資が 10 ％台、総裁は日本人だが本部

はフィリピンに置かれている。この点、両者は似て非なるものだ。

中国だけで出資の半分を占める予定であることから、ガバナンスの点で大いに問題があ

る。具体的にいえば、AIIB の融資について理事会の関与がほとんどない。極端な話であ

るが、中国トップがある国へのインフラ投資を政治判断したら、AIIB はプロジェクトの

採算性などを度外視して融資するようなものだ。

それにもかかわらず、英独仏伊が参加しようとするのは、あからさまな現実主義である。

目先の中国の成長は魅力的であり、中国との関係で実利をあげようとしている。

しかも、中国は、オバマ政権がレームダックになって一番弱体化しているときを見計ら

って、しかもアメリカと現在微妙な関係になっているイギリスを狙ってきた。オバマ大統

領はチャーチルの植民地政策を批判していたので、イギリスの関係は従来ほど強固でない

のも、見透かしていた。

イギリスを落とせば、他のヨーロッパ諸国や英連邦諸国を芋ずる式に落とせる。イギリ

スのウィリアム王子が今月(2015 年 3 月)訪中した段階で、勝負あった感じだ。アメリカ

は外交政策で失敗したのだ。

アメリカも、3月 30日、ルー米財務長官を中国に派遣したが、時既に遅しだった。3月 29

日 BS 朝日『いま世界は』で、宋氏は、訪中しているルー米財務長官はきっと参加するか

ら、今からでも日本は参加せよと発言したが、結果としては誤った発言だった。いかにも

中国人ならやりかねない「はったり」だったが、筆者は、後で述べるような経済の視点か

ら、アメリカが土壇場で参加するはずないと思っていたので、とりあえず無視した。

中国は必ず日米に参加を求めてくる中国は必ず日米に参加を求めてくる中国は必ず日米に参加を求めてくる中国は必ず日米に参加を求めてくる

ただし、いつでも経済の視点、これは国際金融の常識といってもいいが、その議論のた

めのタネは後で述べるようにまいておいた。

なお、たしかに、イギリスが落ちたという外国事情はあまり官邸に上がっていなかった

ようだ。この点は、今の財務省も悪い。ただし、今焦って参加するのはもっと国益に反す

ることになる。

長い目でみれば、AIIB に一定の関与をするのは外交戦略上当然であるが、国際金融の

常識から考えて、今は焦ることはないというのが重要だ。

番組の中でまいたタネとは、メインキャスターの木佐彩子さんに、AIIB の格付けがど

うなるかを質問してもらうように事前に頼んでおいたのだ。もし質問がなければ自分で説

明するつもりだった。幸い、番組中にその質問があったので、AIIBはせいぜいシングル A

クラスとなり、一般的な国際機関はトリプル Aより低くなると説明した。

というのは、AIIB は中国主導であるということは、最終的には中国が後ろ盾になるわ

けだが、その格付けは、中国と同等になるというのが筋であるからだ。中国の格付けは、

トリプル Aのアメリカ、ダブル Aの日本より下のシングル Aである、シングル Aでも、

韓国より低い。

格付けというのは誰でも理解できる用語を使ったまでで、実は、AIIB のクレジット・

スプレッドがどうなるかが、重要だ。中国、日本、アメリカの CDS レートをみると、そ



れぞれ、1.38％、0.35％、0.19％だ(4月 10日現在)。ということは、中国主導の AIIBと

日米主導の ADBは、資金調達コストで 1％以上の近い差ができる可能性がある。

ということは、アメリカと日本が参加しないのは、AIIBにとって致命的な欠陥になる。

これは単なるメンツの問題ではない。地位が三流になるにとどまらず、AIIB の資金調

達コストが高まるので、AIIB の貸出金利が高くなって、日米が主導するアジア開発銀行

(ADB)と競争しても、分が悪く勝負にならないことを意味している。

このため、中国は必ず日米に参加を求めてくるはずだ。その機会を狙って、理事会が実

質的に関与できることを確保したらいい。

これが、国際金融の立場からみた、今焦って参加することはないという論拠だ。こうし

た外交では、希望的な観測は厳禁であるが、国際金融の常識からの合理的な予測は問題な

いはずだ。

しかも、中国の金融システムは金利の自由化すら終了していない途上国並みの未熟なも

ので、国際金融業務のノウハウも乏しい。いずれアジアで実績のある日本に水面下では協

力を求めてくるはずだ。その時点で、理事会が実質的に関与できるかどうかを見極めてか

ら参加しても遅くはない。

オバマ政権はキューバ優先、寝返らないオバマ政権はキューバ優先、寝返らないオバマ政権はキューバ優先、寝返らないオバマ政権はキューバ優先、寝返らない

ただし、この戦略にも弱点はある。アメリカが寝返るかもしれないのだ。その可能性は

少ないとはいえゼロではない。かつて、日本の頭越しに米中国交回復をしたこともある。

特に、外交は、議会の縛りが比較的に少ないので、政権末期にはしばしば使われる。こ

れまで、外交案件としては、中東や北朝鮮案件があったが、今のオバマ政権はキューバの

国交回復を選択したようなので、この点、中国案件にアメリカが方向転換する可能性はほ

とんどない。

キューバの国交回復は、意外な盲点であったが、今の状況では比較的ハードルの低い案

件で、オバマ政権としては残された任期で道筋を付けられる、ほぼ唯一の案件だ。

しかも、キューバの国交回復では、①大使館設立、②キューバのテロ国家指定解除、③

経済制裁の三つのハードルがあるが、このうち①と②は議会の関与なしで、政権の権限で

できる。このため、実際の国交回復までは時間がかかるが、道筋は付けやすい。

一方、AIIBでは、出資が必要になるが、それは予算マターで議会との調整が必要になる。

となると、オバマ政権ではなかなか手が出しにくいはずだ。

さらに、キューバとの国交回復は、キューバを含め中南米に中国が進出していることの

対抗策という性格もある。つまり、中南米というアメリカの庭先を中国に勝手にさせない

という意図だ。この点からも、キューバ優先となるはずなので、AIIB でアメリカが寝返

る可能性はまずないといえる。以上

このように経済及び外交と安全保障は密接に絡み合っており、情報不足の我々凡夫には

理解しづらいところも多々ありますが、もっともっと学ばねばと痛感する次第です。(^^;)

尚、時節柄呉々もご自愛専一にお過ごし下さい。 不一

平成 27年 6月 1日
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